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 現在までの和服改良について探るため第  章では明治以




『服飾関連図書目録 明治元年～昭和  年』の和服の




く）とその他  冊の合計  冊の裁縫書を対象とした。
和服改良案の項目をすべて抜き出し年代順に一覧した。
(2)第 2 章の『婦人画報』に見られる和服改良 
『婦人画報』の明治・大正期（明治  年  月号～大正 


































































































1)高橋晴子, 大丸弘: 服飾関連図書目録 明治元年～昭和  年, 
紀伊國屋書店, 
2)渡辺滋: 渡辺式改良女袴製作法, 東京裁縫女学校, 
3)鹽原千代子: 鹽原式裁縫書, 神戸女子高等技芸学校裁縫研究部, 
 




・奥村萬亀子: 京に「服飾」を読む , 染織と生活社,  
・牛込ちゑ: 被服教育の変遷と発達, 家政教育社, 









図 2 刺し子を施した大塚末子の作品  
 
 
